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視点を変える



                                         ⅠⅠ ⅠⅠ
    
顧
客
思
考

顧
客
思
考

顧
客
思
考

顧
客
思
考
    

  
顧
客
思
考
と
は
、
顧
客
の
立
場
で
考
え
る

こ
と
で
す
。
立
場
を
変
え
て
考
え
る
の
は
、

「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
し
」
で
す
。「

親

の
心
子
知
ら
ず
」、「

子
を
持
っ
て
知
る
親
の

恩
」
の
喩
え
が
あ
り
ま
す
。
 

若
い
頃
、
入
院
患
者
さ
ん
に
「
先
生
に
は

患
者
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
」

と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
幸
か
不
幸

か
、
体
験
が
あ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
（
？
）

の
で
す
が
・
・
・
医
師
が
患
者
体
験
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
身
が
持
ち
ま
せ

ん
。
疑
似
体
験
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
 

 

      ⅡⅡ ⅡⅡ
    
相
互
理
解

相
互
理
解

相
互
理
解

相
互
理
解
 

  
体
験
よ
り
も
、
相
手
の
立
場
、
考
え
方
、

そ
の
理
由
を
知
る
努
力
が
重
要
で
す
。
 

 
医
療
従
事
者
に
は
、
患
者
さ
ん
の
立
場
を

理
解
す
る
努
力
が
必
要
だ
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
反
対
の
こ
と
を
言
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
私
は
、
国
民
（
患
者
予
備
軍
）
や

患
者
さ
ん
に
も
、
医
療
の
仕
組
み
（
医
療
制

度
）、

病
院
、
医
療
従
事
者
の
こ
と
を
知
っ
て

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
 

『
病
院
と
の
つ
き
あ
い
方
』（

絶
版
）（

東

洋
経
済
新
報
社
）
や
『
病
院
早
わ
か
り
読
本
 

第
五
版
』（

本
年
四
月
）（

医
学
書
院
）
を
出

版
し
た
理
由
で
す
。
 

相
互
に
理
解
し
よ
う
、
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
簡
潔
に
、
論

理
的
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、『
賢
い
患
者
に
な
る
た
め
の
十
箇

条
』
と
『
信
頼
さ
れ
る
医
療
者
に
な
る
た
め

の
十
箇
条
』
を
作
成
し
、
院
内
外
に
発
信
し

て
い
ま
す
。
 

ⅢⅢ ⅢⅢ
    
視
点

視
点

視
点

視
点
をを をを
変変 変変
え
る

え
る

え
る

え
る
 

 

視
点
と
は
、物

事
を
見
た
り
、聴

い
た
り
、

考
え
た
り
す
る
立
場
、観

点
、切

り
口
で
す
。

立
場
と
は
、
役
割
、
利
害
、
状
況
で
す
。
観

点
と
は
、
見
方
、
聴
き
方
、
考
え
方
で
す
。

切
り
口
と
は
、
分
析
の
仕
方
で
す
。
 

 “
視
点
を
変
え
る
”
と
は
、
自
分
の
考
え

に
固
執
せ
ず
、
柔
軟
に
多
様
な
考
え
方
を
す

る
こ
と
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
価
値
観
の

転
換
も
必
要
で
す
。
視
点
を
変
え
て
考
え
て

検
討
し
た
上
で
、
前
の
考
え
方
や
や
り
方
が

良
け
れ
ば
、
継
続
し
ま
す
。
 

 ⅣⅣ ⅣⅣ
    
統
一
主
題

統
一
主
題

統
一
主
題

統
一
主
題
はは はは
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視
点

視
点

視
点

視
点
をを をを
変変 変変
え
る

え
る

え
る

え
る
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平
成
二
十
七
年
の
事
業
計
画
（
方
針
・
目

標
）
で
、
①
合
理
的
に
考
え
る
、
②
過
去
・

経
緯
・
実
績
を
把
握
す
る
、
③
現
状
を
把
握

す
る
、
④
将
来
を
展
望
す
る
、
⑤
目
標
を
設

定
す
る
、
を
五
つ
の
方
針
と
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
、
練
馬
総
合
病
院
の
教
育

研
修
と
医
療
の
質
向
上
活
動
（
Ｍ
Ｑ
Ｉ
）
の

年
間
統
一
主
題
を
“
視
点
を
変
え
る
”
と
し

ま
し
た
。
 

 ⅤⅤ ⅤⅤ
    
具
体
的

具
体
的

具
体
的

具
体
的
なな なな
取
組

取
組

取
組

取
組
みみ みみ
 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、厚

生
労
働
省
の「

職

種
横
断
的
質
向
上
チ
ー
ム
の
構
築
と
推
進
人

材
の
育
成
」
事
業
を
継
続
し
、「

医
療
安
全
管

理
者
養
成
研
修
会
」
を
通
じ
て
、
当
院
で
実

施
し
て
い
る
医
療
の
質
向
上
（
Ｍ
Ｑ
Ｉ
）
活

動
の
考
え
方
と
方
法
を
全
国
の
病
院
を
対
象

に
展
開
し
ま
し
た
。
 

 
五
月
の
看
護
週
間
に
は
、
恒
例
の
行
事
を

行
い
ま
す
。多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
“
視
点
を
変
え
る
”
に
沿
っ
て
、
四
月
に
、

新
入
職
員
研
修
お
よ
び
役
職
者
・
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推

進
委
員
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
振
り
返
り
、
本
年
及
び
今
後
の
活

動
を
検
討
し
ま
す
。
 

Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
二
十
周
年
と
し
て
、『
活
動
二

十
年
の
記
録
』、『

活
動
事
例
集
』
の
出
版
、

記
念
講
演
会
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
 

 ⅥⅥ ⅥⅥ
    
近
況

近
況

近
況

近
況
 

  
病
院
前
の
調
剤
薬
局
が
撤
退
し
た
後
を
引

き
取
り
、
本
年
一
月
か
ら
、
医
療
の
質
向
上

研
究
所
と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
一
年
間
で
、
病
院
と
研
究
所
名
の
成
果
を

五
冊
出
版
し
ま
し
た
。
 

本
年
も
、
多
く
の
新
入
職
員
が
研
修
を
終

え
て
、
質
向
上
を
目
指
し
て
、
皆
様
を
お
迎

え
し
ま
す
。
 

 
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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視
点

視
点

視
点

視
点

をを をを
変変 変変

え
る

え
る

え
る

え
る

    



     

看
護
部
長

看
護
部
長

看
護
部
長

看
護
部
長
    
佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤
    
松
子

松
子

松
子

松
子
    

        

寒
さ
も
終
わ
り
、
春
ら
し
い
気
候
に
な
り

通
勤
時
の
花
々
を
眺
め
る
楽
し
み
が
、
巡
っ

て
き
ま
し
た
。
屋
上
か
ら
眺
め
る
富
士
山
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
皆
様
は
、
も
う
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

さ
て
、
病
院
で
は
四
月
一
日
か
ら
新
入
職

員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
新
入
職
員
は
、
四
月
に
社
会
人
に
な

っ
た
ば
か
り
の
新
人
と
既
卒
で
他
の
職
場
か

ら
転
職
し
て
き
た
経
験
者
と
が
い
ま
す
。
看

護
部
は
、
全
新
入
職
員
対
象
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
終
了
し
た
後
、
さ
ら
に
四
日
位

か
け
て
新
人
看
護
職
員
に
は
、
看
護
実
践
の

基
礎
を
形
成
す
る
為
に
看
護
技
術
（
車
椅
子

へ
の
移
動
、注
射
法
、輸
液
ポ
ン
プ
の
使
用
、

薬
剤
の
取
り
扱
い
、
胃
管
の
挿
入
、
食
事
の

援
助
、
酸
素
療
法
、
看
護
記
録
等
）
の
研
修

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
後
、
各
配
属
先
で
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

看
護
師
は
、
三
年
か
四
年
間
の
看
護
学
校

教
育
後
に
国
家
試
験
に
合
格
し
就
職
し
て
き

ま
す
。
看
護
学
校
で
の
実
習
で
は
、
一
人
の

患
者
さ
ん
し
か
受
け
持
た
な
か
っ
た
の
が
、

臨
床
で
は
同
時
に
複
数
の
患
者
さ
ん
を
受
け

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
院
で
は
一
〇
対

一
の
入
院
基
本
料
で
す
の
で
、
一
人
の
看
護

師
が
一
〇
人
の
患
者
さ
ん
を
同
時
に
受
け
持

ち
ま
す
。
病
態
も
生
活
背
景
も
異
な
る
複
数

の
受
け
持
ち
患
者
さ
ん
に
安
全
な
看
護
を
提

供
す
る
為
に
、
職
業
人
と
し
て
社
会
的
責
任

や
基
本
的
態
度
を
習
得
し
て
、
臨
床
実
践
能

力
を
確
実
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

厚
労
省
は
、「
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
」

及
び
「
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
で
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

か
ら「

新
人
看
護
職
員
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
新
人
看
護
職
員
を
迎
え
る
す
べ

て
の
医
療
機
関
で
研
修
の
実
施
を
努
力
義
務

に
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
新
人
看
護
師

が
就
職
す
る
病
院
を
選
ぶ
際
の
基
準
の
一
つ

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
配
属
さ
れ
た
部
署
で

は
一
人
一
人
に
直
接
指
導
者
を
一
年
間
つ
け

て
育
て
て
い
き
ま
す
。
直
接
的
な
指
導
者
だ

け
で
は
な
く
、部
署
全
員
で
新
人
を
見
守
り
、

幾
重
も
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
り
、
看
護
に
対

す
る
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
直
接
指
導
者
が

モ
デ
ル
と
し
て
示
す
事
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
精
神
的
な
援
助
も
重
要
で
す
。
新
人
看

護
職
員
全
員
に
必
要
な
研
修
は
、
看
護
部
の

教
育
委
員
会
が
中
心
に
な
り
中
央
で
研
修
を

実
施
し
ま
す
。
各
部
署
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
的
な
看
護
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
最
初

に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
看
護
技
術
に
関
し

て
は
、
臨
床
に
出
て
初
め
て
患
者
さ
ん
に
提

供
し
ま
す
。
そ
の
前
に
は
新
人
同
士
や
先
輩

と
練
習
す
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
上
手
に

い
か
ず
、
患
者
さ
ん
か
ら
、
何
回
も
針
を
刺

さ
れ
て
痛
か
っ
た
な
ど
の
苦
情
を
頂
き
ま
す
。

本
当
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
注

射
に
関
し
て
、
今
の
看
護
学
校
の
教
育
で
は

学
生
同
士
の
練
習
も
、
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
て
、
臨
床
で
初
め
て
経
験
す

る
の
で
少
し
長
い
目
で
見
て
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
 

今
回
は
、
四
月
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り

皆
様
に
知
ら
れ
て
い
な
い
「
新
人
看
護
職
員

研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
書
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
新
人
共
々
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

    

事
務
長

事
務
長

事
務
長

事
務
長
    
岡
本

岡
本

岡
本

岡
本
    
安
修

安
修

安
修

安
修
    

            

練
馬
総
合
病
院
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
後

の
昭
和
二
十
三
年
に
保
証
責
任
購
買
利
用
組

合
東
京
練
馬
病
院
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
麦
、
さ
つ
ま
芋
、
大
根
畑
が
広

が
り
、
馬
糞
が
道
路
に
多
く
、
名
物
は
大
根

だ
け
で
な
く
、破
傷
風
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
に
医
療
保
健
生
活

協
同
組
合
東
京
練
馬
病
院
を
経
て
財
団
法
人

東
京
都
医
療
保
健
協
会
練
馬
総
合
病
院
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
か
ら
は
公
益
財

団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。
 

平
成
十
年
に
は
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

に
よ
る
病
院
機
能
評
価
認
定
を
取
得
し
、
さ

ら
に
平
成
十
五
年
に
厚
生
労
働
省
の
卒
後
臨

床
研
修
指
定
病
院
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
地

域
に
お
け
る
中
核
的
急
性
期
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
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地
域

の
皆

様
へ

 



「
職
員
が
働
き
た
い
、働

い
て
よ
か
っ
た
、

患
者
さ
ん
が
か
か
り
た
い
、
か
か
っ
て
よ
か

っ
た
、
地
域
が
在
っ
て
欲
し
い
、
あ
る
の
で

安
心
、
と
言
え
る
医
療
を
提
供
す
る
」
と
い

う
理
念
を
掲
げ
、
地
域
、
患
者
さ
ん
、
職
員

が
尊
重
し
合
い
、
協
力
し
、
お
互
い
が
安
心

し
て
医
療
が
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。 

平
成
十
八
年
十
二
月
に
新
築
移
転
し
て
以

来
九
年
が
経
過
し
、
医
療
機
器
・
設
備
の
更

新
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

結
石
破
砕
装
置
、
電
子
カ
ル
テ
、
地
域
連
携

シ
ス
テ
ム
、
腹
腔
内
視
鏡
、
Ｃ
Ｔ
、
超
音
波
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
シ
ス

テ
ム
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
等
を
新
設
、
増
設
、
更

新
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
二
十
七
年
度
以
降

の
設
備
更
新
、
新
規
導
入
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ

空
調
シ
ス
テ
ム
、
血
管
撮
影
装
置
、
眼
科
シ

ス
テ
ム
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。と

り
わ
け
、

地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
で
は
、
診
療
所
の
先
生

が
当
院
に
紹
介
し
た
患
者
さ
ん
の
処
方
薬
、

診
療
内
容
、
検
査
結
果
等
を
随
時
、
検
索
可

能
で
あ
り
、
連
携
医
療
機
関
と
の
診
療
情
報

の
共
有
に
よ
る
医
療
の
質
向
上
、
医
療
の
安

全
の
確
保
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
最

新
の
医
療
機
器
・
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
よ

り
良
い
療
養
環
境
、
検
査
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
し
て
頂
け
る
環
境
造
り
に
貢
献
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
も
引
き
続
き
、
職
員
一
人
一
人
、
向

上
心
を
持
っ
て
診
療
に
あ
た
り
、
患
者
さ
ん

の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
頂
け
る
病
院
で
あ
り

続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

              

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日
（
水
）
当
院
に

て
「
第
四
回
練
馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
練
馬
総

合
病
院
で
は
平
成
二
十
四
年
三
月
か
ら
地
域

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
の
一
環
と
し
て
、

検
査
や
診
療
予
約
、
お
よ
び
画
像
や
検
査
報

告
書
な
ど
の
閲
覧
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
二
十
四
時
間
可
能
と
し
た
｢
練
馬
医
療

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣を
構
築
し
、運
用
し
て

い
ま
す
。
 

現
在
ま
で
に
地
域
の
二
十
一
医
療
機
関
と

契
約
し
、
承
諾
を
得
た
約
五
七
〇
人
の
患
者

を
登
録
し
て
診
療
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

連
絡
協
議
会
は
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め

に
本
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
医
療
機
関

と
当
院
が
意
見
交
換
を
行
う
場
で
あ
り
、
運

営
開
始
後
毎
年
開
催
し
今
回
四
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
 

ま
た
、
｢練

馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣

に
新
規
に
医
療
連
携
を
始
め
た
、あ

る
い
は
、

関
心
を
持
ち
医
療
機
関
も
参
加
さ
れ
、
シ
ス

テ
ム
の
概
要
お
よ
び
医
療
情
報
の
共
有
の
重

要
性
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日

（
土
）
に
厚
生
労
働
省
で
開
催
し
た
「
Ｉ
Ｃ
 

Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
 

業
成
果
報
告
会
」
で
当
院
職
員
が
発
表
し
た

内
容
を
元
に
練
馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
状
、
厚
生
労

働
省
の
考
え
方
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
練
馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
当
院
の
診
療
・
検
査
予
約
を
利
用
す

る
方
法
、
当
院
で
検
査
を
施
行
し
た
画
像
を

診
療
所
や
在
宅
で
見
な
が
ら
患
者
さ
ん
に
説

明
す
る
な
ど
の
実
際
の
運
用
法
に
つ
い
て
例

を
あ
げ
て
説
明
し
ま
し
た
。
診
察
及
び
検
査

予
約
は
、
平
日
の
診
療
時
間
内
だ
け
で
は
な

く
週
末
や
夜
間
帯
も
予
約
で
き
ま
す
。
 

今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
一
〇
医
療
機
関

は
練
馬
区
、
豊
島
区
、
杉
並
区
、
港
区
と
広

く
分
布
し
て
お
り
、
院
内
院
外
あ
わ
せ
て
三

十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
利
用

の
利
点
に
つ
い
て
再
認
識
し
、
今
後
積
極
的

に
利
用
す
る
、な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
は
在
宅
で
は
患
者
や
家
族
の
承
諾
が

困
難
な
場
合
も
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
医
療
情
報
の
共
有
に
Ｉ
Ｔ
技
術
は
重
要

で
あ
り
、
今
後
益
々
進
化
す
る
分
野
で
す
。
 

練
馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
連

携
強
化
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
医
療
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み

で
す
。
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し

て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

（
地
域
連
携
室
 
栗
原
 
直
人
）
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催
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催
報

告
開

催
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告
開

催
報

告
    



    

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
水
）
当

院
講
堂
に
て
「
第
三
回
 
大
腿
骨
頸
部
骨
折

地
域
連
携
パ
ス
検
討
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

連
携
医
療
機
関
十
施
設
か
ら
二
十
九
名
、
当

院
職
員
と
合
わ
せ
て
五
十
九
名
が
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
整
形
外
科
井
口
医
師
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
に
お
け
る
大
腿
骨
地
域
連
携

パ
ス
の
運
用
状
況
、
お
よ
び
、
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
全
国
調
査
結
果
も
併
せ
て
、
当
院
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

次
に
大
腿
骨
頚
部
骨
折
で
練
馬
駅
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
転
院
、
肺
炎
を
併
発

し
当
院
に
再
入
院
、
治
療
後
再
度
リ
ハ
ビ
リ

転
院
し
た
症
例
を
検
討
し
ま
し
た
。
練
馬
駅

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
吉
見
先
生
か

ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
目
標
設
定
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｌ

拡
大
に
む
け
た
取
り
組
み
、
そ
の
効
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
患
者
は
リ
ハ

ビ
リ
開
始
後
、
肺
炎
に
て
当
院
に
再
入
院
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
治
療
経
過
は
当
院
内

科
木
村
医
師
に
よ
り
詳
細
に
報
告
が
あ
り
、

院
内
・
院
外
の
医
療
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
再
認
識
さ
れ
充
実
し
た
症
例
検
討
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

    

本
会
を
通
じ
て
、
関
連
医
療
機
関
お
よ
び

当
院
職
員
か
ら
活
発
な
質
疑
応
答
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
改
訂
し
た
地
域
連

携
パ
ス
を
運
用
し
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
た
パ
ス
の
継
続
的
改
善
に
向
け
て
一
層
努

力
し
、
医
療
連
携
を
深
め
ま
す
。
今
後
も
、

こ
の
よ
う
な
会
を
通
じ
て
よ
り
良
い
連
携
が

で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
 

  【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
 

総
合
司
会
 
練
馬
総
合
病
院
 

地
域
連
携
室
 
栗
原
 
直
人
 

 １
．
 開
会
挨
拶
 

練
馬
総
合
病
院
 

理
事
長
・
院
長
 
飯
田
 
修
平
 

 ２
．
 平

成
二
十
六
年
度
 

地
域
連
携
パ
ス
運
用
状
況
・
経
過
報
告
 

練
馬
総
合
病
院
 

整
形
外
科
科
長
 
井
口
 
理
 

   

    ３
．
 回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
 

に
転
院
さ
れ
た
症
例
発
表
 

練
馬
駅
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
 吉
見
 
康
史
 

笹
井
 
俊
秀
 

 ４
．
 質

疑
応
答
・
各
医
療
機
関
か
ら
 

ひ
と
こ
と
 

 ５
．
 総
括
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

練
馬
総
合
病
院
 副
院
長
 
柳
川
 
達
生
 

 ６
．
 閉
会
挨
拶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

練
馬
総
合
病
院
 

副
院
長
 
井
上
 
聡
 

  

（
文
責
 
地
域
連
携
室
）
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催
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告
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催
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告
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催
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催
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      内
視
鏡

内
視
鏡

内
視
鏡

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長長 長長
    

    
栗
原

栗
原

栗
原

栗
原
    
直
人

直
人

直
人

直
人
    

  

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
七
年
に
運

営
を
開
始
し
ま
し
た
。
内
視
鏡
職
員
一
同
、

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
緊
張
を
和

ら
げ
て
内
視
鏡
検
査
を
実
施
し
、
検
査
を
受

け
た
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。内

視
鏡
検
査
は
医
師
、

看
護
師
、
検
査
技
師
、
受
付
け
事
務
な
ど
多

職
種
が
連
携
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

当
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
検
査
室
三
室
と
Ｘ

線
透
視
室
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
検

査
シ
ス
テ
ム
は
オ
リ
ン
パ
ス
社
製
二
台
、
フ

ジ
ノ
ン
社
製
一
台
を
導
入
し
、
よ
り
質
の
高

い
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従

来
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
画
像
よ
り
拡
大
や
ピ
ン

ト
合
わ
せ
機
能
が
向
上
し
、
高
画
質
と
な
り

ま
し
た
。
 

 

経
鼻
内
視
鏡
可
能
な
極
細
ス
コ
ー
プ
、
粘

膜
切
除
術
可
能
な
二
チ
ャ
ン
ネ
ル
対
応
機
種
、

下
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
用
の
機
種
も
設
置

し
て
い
ま
す
。
 

Ｎ
Ｂ
Ｉ
（
Narrow Band Imaging: 狭

帯

域
光
観
察
）
機
能
に
よ
る
詳
細
な
検
査
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
新
技
術
で
あ
る
 

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
 (FUJI Intelligent Color 

Enhancement)に
対
応
し
て
お
り
、
色
の
色

調
を
変
更
し
て
検
査
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
を
用
い
て
、
高
水
準
の
検
査

態
勢
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
 

            

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
隔
週
で
内
視
鏡
セ

ン
タ
ー
会
議
で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

検
査
技
術
、
看
護
、
診
断
力
向
上
、
検
査
機

器
の
維
持
管
理
は
も
と
よ
り
、
安
全
性
を
重

視
し
て
日
常
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 
 

医
療
の
質
向
上
活
動
に
は
毎
年
参
加
・
活

動
し
、
平
成
二
十
五
年
度
は
『
下
部
消
化
管

内
視
鏡
の
検
査
と
治
療
の
再
構
築
』、平

成
二

十
六
年
度
は
『
緊
急
内
視
鏡
検
査
の
フ
ロ
ー

と
体
制
の
確
立
』
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
ま
し

た
。
 

緊
急
内
視
鏡
検
査
が
必
要
な
疾
患
に
は
、

胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
な
ど
の
消
化
管
出

血
、
入
れ
歯
や
薬
包
の
誤
嚥
な
ど
の
異
物
除

去
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
な
ど
の
急
性
腹
症
、
閉

塞
性
黄
疸
の
緊
急
治
療
内
視
鏡
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
緊
急
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
治
療
が

必
要
で
す
。
医
師
や
内
視
鏡
技
師
の
オ
ン
コ

ー
ル
表
の
作
成
、
緊
急
内
視
鏡
検
査
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
訂
、
教
育
な
ど
種
々
の
課
題
に

つ
い
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

二
〇
一
二
年
四
月
、
地
域
の
医
療
機
関
と

の
医
療
情
報
の
共
有
、
予
約
受
け
入
れ
を
目

的
と
し
た「

練
馬
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。 本
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
機
関
で
は
、

患
者
さ
ん
の
同
意
を
得
て
、
検
査
終
了
後
す

ぐ
に
当
院
の
画
像
・
検
査
デ
ー
タ
を
閲
覧
で

き
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
内
視
鏡
件

数
は
平
成
十
八
年
一
九
五
〇
件
で
し
た
が
、

平
成
十
九
年
二
四
九
九
件
、
平
成
二
十
年
三

一
二
二
件
、
平
成
二
十
一
年
三
六
五
九
件
、

平
成
二
十
二
年
 三
八
四
八
件
、平

成
二
十
三

年
四
一
九
二
件
、
平
成
二
十
四
年
四
六
七
四

件
、
平
成
二
十
五
年
四
九
二
〇
件
と
飛
躍
的

に
増
加
し
、
平
成
二
十
六
年
は
当
初
の
目
標

で
あ
る
五
〇
〇
〇
件
を
突
破
し
て
五
〇
五
四

件
と
な
り
ま
し
た
。
 

検
診
や
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
件
数

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

当
院
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
の
成
果
に
つ
い
て

は
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
、
日
本
消
化
器

病
学
会
、
日
本
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
学
会
、
日

本
消
化
器
外
科
学
会
、
全
日
本
病
院
学
会
な

ど
に
発
表
し
、学
会
活
動
、専
門
医
の
研
鑽
、

研
修
医
や
専
修
医
な
ど
若
手
医
師
の
教
育
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
後
も
、
患
者
さ
ん
や
地
域
の
要
望
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
院
で
検
査
を
受
け

ら
れ
た
患
者
さ
ん
が
再
び
当
院
で
の
検
査
を

希
望
さ
れ
ま
す
よ
う
に
職
員
一
同
、
細
心
の

注
意
を
払
い
検
査
を
進
め
ま
す
。
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三
宅

三
宅

三
宅

三
宅
    
広
和

広
和

広
和

広
和
    

小
児
科
の
三
宅
で
す
。
循
環
器
内
科
に
も

三
宅
医
師
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
子
供
が

専
門
の
三
宅
で
す
。
 

今
回
は
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま

す
。
突
然
で
す
が
私
は
安
い
国
産
車
に
乗
っ

て
お
り
ま
す
。
車
は
趣
味
で
は
な
い
の
で
、

よ
く
走
っ
て
壊
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の

で
こ
の
選
択
な
の
で
す
が
、
サ
イ
ド
エ
ア
バ

ッ
グ
と
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
、
サ
イ
ド
カ
メ
ラ
に

は
お
金
を
掛
け
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
も
ア
ン

チ
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。

家
族
を
乗
せ
て
走
る
と
き
は
後
部
座
席
に
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
よ
う
に
言
っ
て
乗
せ

て
い
ま
す
。
 

ワ
ク
チ
ン
と
い
う
の
は
、
車
で
言
う
こ
の

エ
ア
バ
ッ
グ
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ア
ン
チ
ロ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
 

事
故
が
あ
っ
た
時
、
事
故
に
遭
い
そ
う
な

時
に
し
か
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
普
段
は
た
だ

の
重
り
や
め
ん
ど
う
く
さ
い
拘
束
具
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
多
く
の
車
に
こ
れ
ら
装
備
が
標
準

搭
載
や
オ
プ
シ
ョ
ン
で
も
搭
載
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
事
故
が
あ
り
そ
こ

で
有
効
だ
か
ら
で
す
。
 

ワ
ク
チ
ン
は
病
気
を
防
ぐ
の
に
有
効
だ
っ

た
り
、
か
か
っ
て
も
軽
く
し
た
り
す
る
の
に

有
効
で
あ
る
の
は
皆
様
も
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
た

め
ら
い
が
あ
る
の
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

に
つ
い
て
納
得
が
い
か
な
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
 

実
際
、
何
も
な
い
生
活
で
余
計
な
ワ
ク
チ

ン
を
し
た
ば
か
り
に
酷
い
目
に
あ
う
の
は
納

得
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
そ
れ
は
自
動
車
で
の
安
全
装
置
で

も
同
じ
話
な
の
で
す
。
エ
ア
バ
ッ
グ
も
誤
動

作
す
れ
ば
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
だ
っ
て
下
手
を
す
れ
ば
首
が
締
ま
り
ま

す
し
、
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム

は
制
動
距
離
を
伸
ば
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
す
れ
ば
追
突
せ
ず
に

す
ん
だ
も
の
を
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
た
ば
か

り
に
追
突
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
 

そ
れ
で
も
自
動
車
会
社
が
こ
れ
ら
を
搭
載

す
る
の
は
、
数
少
な
い
誤
動
作
例
よ
り
も
多

く
の
正
常
動
作
で
運
転
者
や
同
乗
者
の
命
を

救
う
こ
と
を
デ
ー
タ
で
理
解
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
 

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
、
安
全
装
置
の
誤
動

作
は
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
で
す
が
、
ゼ

ロ
に
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
面
が
あ

り
ま
す
。
 

そ
れ
で
も
ワ
ク
チ
ン
が
実
施
さ
れ
安
全
装

置
が
搭
載
さ
れ
て
車
が
販
売
さ
れ
る
の
は
、

多
く
の
事
故
や
病
気
、
事
故
未
満
、
病
気
未

満
の
状
況
で
人
々
を
救
っ
て
い
る
こ
と
が
、

統
計
デ
ー
タ
を
み
れ
ば
あ
き
ら
か
だ
か
ら
で

す
。
 

ま
た
自
動
車
の
安
全
装
置
の
お
金
は
ユ
ー

ザ
ー
が
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
勧
奨
接
種

ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
自
己
負
担
が
な
い
ワ
ク
チ

ン
の
お
金
は
地
方
自
治
体
と
国
が
負
担
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
の
容
赦
な
く
予
算
カ

ッ
ト
を
行
い
消
費
増
税
し
た
財
務
省
が
、
病

気
を
予
防
で
き
る
と
い
う
デ
ー
タ
を
認
め
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
考
慮
し
て
お
金

を
出
す
だ
け
の
価
値
は
あ
る
と
考
え
て
い
る

証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
、
た
と
え
副
反

応
が
あ
っ
た
と
し
て
も
財
務
省
は
打
ち
切
ら

ず
に
お
金
を
出
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。
 

私
た
ち
小
児
科
は
、
ワ
ク
チ
ン
事
業
を
通

じ
て
防
疫
業
務
と
い
う
重
要
な
国
家
事
業
の

中
核
業
務
を
地
味
に
、
け
れ
ど
も
子
供
の
健

や
か
な
泣
き
声
で
け
た
た
ま
し
く
遂
行
し
て

お
り
ま
す
。
 

  

強
欲
な
財
務
省
か
ら
お
金
を
取
り
返
す
ぐ

ら
い
の
気
持
ち
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
も
き
っ
と
損
は
さ
せ
な
い
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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私
は
看
護
師
一
年
目
で
整
形
外
科
病
棟
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
大
腿
骨
頸
部
骨
折
を
は

じ
め
と
す
る
整
形
外
科
疾
患
の
患
者
さ
ん
の

対
応
し
て
き
た
中
で
の
看
護
観
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
年
齢
も
若
く
、
し
っ
か
り
さ
れ

て
い
る
方
や
認
知
力
の
低
下
か
ら
意
思
疎
通

が
円
滑
に
取
れ
な
い
方
と
様
々
で
あ
る
。
ど

ん
な
患
者
さ
ん
で
あ
ろ
う
と
私
た
ち
は
向
き

合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

学
生
の
時
か
ら
私
が
大
切
だ
と
感
じ
、
意

識
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
人
の
心
に
寄
り

添
っ
た
人
間
味
の
あ
る
対
応
を
す
る
こ
と
で

す
。そ

し
て
四
月
よ
り
実
際
に
臨
床
に
立
ち
、

働
き
始
め
て
多
く
の
患
者
さ
ん
に
対
応
し
て

き
た
中
で
気
が
付
い
た
こ
と
は
、
学
生
の
実

習
の
時
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
対
看
護
師
だ
け

の
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
だ
け

を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
看
護
師
は
療
養

上
の
世
話
ま
た
は
診
療
の
補
助
な
ど
を
す
る

こ
と
を
業
と
す
る
者
で
あ
り
、
診
療
の
補
助

も
し
な
く
て
は
い
け
な
く
、
そ
の
難
し
さ
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
 

 

一
つ
目
に
実
際
の
例
で
は
ど
ん
な
患
者
さ

ん
で
あ
ろ
う
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
（
説
明
と
同
意
 
※
以
下
Ｉ
Ｃ
）
を
し
た

上
で
治
療
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
の
段

階
で
円
滑
に
い
か
な
い
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
も
お
り
、
看
護
師
が
関
わ
る
必
要
が
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
私
た
ち
看
護

師
は
患
者
さ
ん
の
代
弁
者
と
な
り
、
医
療
者

と
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
得
た
情
報
を
医
師
を
始

め
、
多
職
種
と
連
携
を
図
ら
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。働

き
初
め
て
一
年
目
が
経
ち
ま
す
。

連
携
も
人
間
関
係
能
力
で
す
。
伝
え
方
や
受

け
取
り
方
に
問
題
が
あ
り
、
検
査
や
手
術
が

延
期
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
に
負
担
や
不
信
感
を
与
え
な
い
よ
う
看
護

す
る
難
し
さ
知
り
ま
し
た
。
 

 

二
つ
目
に
認
知
能
力
の
低
下
が
あ
る
患
者

さ
ん
に
対
す
る
治
療
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
の
も
初
め
て
で
あ
り

身
体
抑
制
に
も
入
職
当
時
は
抵
抗
感
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
家
族
が
見
て
も
同
じ
こ
と

を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
治

療
を
受
け
る
た
め
に
は
必
要
な
手
段
で
あ
る

こ
と
を
本
人
や
家
族
に
説
明
す
る
こ
と
で
治

療
を
効
果
的
に
行
い
、
更
に
事
故
や
問
題
発

生
を
防
ぐ
こ
と
も
入
職
し
て
か
ら
学
び
ま
す
。

ま
た
、
認
知
能
力
の
低
下
と
決
め
つ
け
て
し

ま
え
ば
そ
れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
苦
痛
や
不

安
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
 

 

私
が
患
者
さ
ん
の
立
場
な
ら
、
異
常
を
早

期
発
見
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
い
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
家
族
は
医

療
者
で
は
な
い
た
め
何
の
た
め
に
行
っ
て
い

る
の
か
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
暴
れ
て
い
る

か
と
不
安
を
感
じ
、
そ
の
不
安
を
少
し
で
も

軽
減
し
て
欲
し
い
と
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
 

 

抑
制
に
対
し
て
も
家
族
に
十
分
に
説
明
す

る
こ
と
や
、
認
知
能
力
の
低
下
が
あ
る
患
者

さ
ん
に
少
し
で
も
寄
り
添
う
姿
勢
を
と
る
こ

と
で
医
療
行
為
が
円
滑
に
い
く
こ
と
も
経
験

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
知
識
、
技

術
の
習
得
に
努
力
し
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

に
少
し
で
も
寄
り
添
お
う
と
す
る
こ
と
で
、

私
の
看
護
観
で
あ
る
、
そ
の
人
ら
し
く
あ
る

こ
と
の
支
え
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
 

 

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
患
者
さ
ん
が
円

滑
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
同
職
は
も

ち
ろ
ん
、
多
職
種
と
連
携
し
て
業
務
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
気

持
ち
に
少
し
で
も
寄
り
添
お
う
と
す
る
姿
勢

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

４
階
病
棟
 
大
野
 
涼
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                                           『
水
虫
と
は
？
』
 

水
虫
は
、
日
本
人
の
四
人
か
ら
五
人
に
一

人
が
感
染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
男
性
が

罹
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
女
性
に
も
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

水
虫
と
は
白
癬
菌
と
い
う
カ
ビ
が
体
に
寄

生
し
て
い
る
状
態
で
す
。
白
癬
菌
は
皮
膚
表

面
の
角
質
層
（
い
わ
ゆ
る
「
あ
か
」）

に
含
ま

れ
る
ケ
ラ
チ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
栄
養

源
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
白
癬
菌
は

高
温
か
つ
多
湿
な
環
境
を
好
み
ま
す
。
そ
の

た
め
靴
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
足
は

白
癬
菌
に
と
っ
て
絶
好
の
環
境
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
 

 

『
爪
白
癬
と
は
？
』
 

爪
白
癬
は
、
爪
に
発
生
す
る
水
虫
の
一
種

で
、
皮
膚
か
ら
爪
の
中
へ
と
白
癬
菌
が
侵
入

し
た
も
の
で
す
。
初
め
は
爪
の
先
が
少
し
白

っ
ぽ
く
な
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
は
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と
爪
全

体
が
白
や
黄
色
に
変
色
し
ま
す
。
さ
ら
に
爪

は
盛
り
上
が
る
よ
う
に
生
え
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と

崩
れ
、
白
癬
菌
が
ば
ら
ま
か
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
水
虫
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

 『
治
療
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
』
 

飲
み
薬
と
塗
り
薬
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。
 

①
 
飲
み
薬
に
つ
い
て
 

白
癬
菌
の
増
殖
を
抑
え
る
薬
で
す
。
爪
水

虫
は
従
来
の
塗
り
薬
を
使
っ
た
場
合
、
爪
の

奥
深
く
に
い
る
白
癬
菌
に
薬
の
成
分
が
届
き

に
く
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
効
果

的
に
薬
を
患
部
に
到
達
さ
せ
る
点
で
優
れ
て

い
る
の
が
飲
み
薬
で
す
。塗

り
薬
の
よ
う
に
、

塗
り
残
し
の
問
題
が
な
い
の
も
飲
み
薬
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
 

た
だ
し
飲
み
薬
の
場
合
は
、
消
化
器
の
副

作
用
が
比
較
的
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
れ
に
肝
機
能
な
ど
に
影
響
が
出
る
場
合
も

あ
り
、
定
期
的
に
血
液
検
査
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
 

        

イ
ト
リ
ゾ
ー
ル

イ
ト
リ
ゾ
ー
ル

イ
ト
リ
ゾ
ー
ル

イ
ト
リ
ゾ
ー
ル

ⓇⓇ ⓇⓇ
カ
プ
セ
ル

カ
プ
セ
ル

カ
プ
セ
ル

カ
プ
セ
ル
５
０

５
０

５
０

５
０
㎎㎎ ㎎㎎
    

〈
用
法
・
用
量
〉
 

成
人
に
は
、
一
回
四
カ
プ
セ
ル
を
一
日
二

回
、
食
直
後
に
服
用
し
ま
す
。
食
事
に
含
ま

れ
る
脂
肪
分
に
よ
り
吸
収
が
増
す
た
め
、
食

直
後
の
服
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
は
、

一
週
間
服
用
し
、
そ
の
後
三
週
間
休
薬
し
ま

す
。
こ
れ
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
、
三
サ
イ
ク

ル
繰
り
返
し
ま
す
。
 

〈
使
用
上
の
注
意
〉
 

・
 
他
の
薬
と
の
相
互
作
用
が
多
く
、
休
薬

期
間
中

で
も
薬

の
飲

み
合

わ
せ

に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
医
師
・
薬
剤

師
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
腎
臓

や
肝
臓

の
機
能

が
低
下

し
て

い

る
患

者
さ

ん
は
使
用

で
き

な
い

場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

 ラ
ミ
シ
ー
ル

ラ
ミ
シ
ー
ル

ラ
ミ
シ
ー
ル

ラ
ミ
シ
ー
ル

ⓇⓇ ⓇⓇ
錠錠 錠錠
１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５
㎎㎎ ㎎㎎
    

〈
用
法
・
用
量
〉
 

 
成
人
に
は
、
一
回
一
錠
を
一
日
一
回
食
後

に
服
用
し
ま
す
。
 

〈
使
用
上
の
注
意
〉
 

・
 
腎
臓

や
肝
臓

の
機
能

が
低
下

し
て

い

る
、
も
し
く
は
血
液
の
病
気
が
あ
る
患

者
さ

ん
は
使
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

り
ま
す
。
 

  

②
 
塗
り
薬
に
つ
い
て
 

昨
年
、
爪
に
は
塗
り
薬
が
浸
透
し
に
く
い

と
い
う
欠
点
を
改
善
し
た
、
爪
白
癬
治
療
の

た
め
の
塗
り
薬
が
登
場
し
ま
し
た
。
薬
剤
が

爪
の
中
や
そ
の
下
の
白
癬
菌
に
ま
で
浸
透
し

て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
塗
り
薬
は
、
全
身

へ
の
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
他
の
薬
と

の
相
互
作
用
の
心
配
が
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
 

 ク
レ
ナ
フ
ィ
ン

ク
レ
ナ
フ
ィ
ン

ク
レ
ナ
フ
ィ
ン

ク
レ
ナ
フ
ィ
ン

ⓇⓇ ⓇⓇ
爪
外
用
液

爪
外
用
液

爪
外
用
液

爪
外
用
液
    

〈
用
法
・
用
量
〉
 

一
日
一
回
罹
患
爪
全
体
に
塗
布
し
ま
す
。
 

〈
使
用
す
る
際
の
注
意
点
〉
 

・
 
塗

る
部

分
の
周
辺

に
傷

口
が

あ
る

場

合
は
、
注
意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
 
皮
膚

に
つ

く
と
刺
激

を
感
じ

る
こ

と

が
あ
る
た
め
、
皮
膚
に
つ
い
た
薬
剤
は

し
っ
か
り
と
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 
足
の
爪
が
生
え
変
わ
る
ま
で
に
は
、
一

年
以
上
か
か
る
た
め
、
長
期
間
の
治
療

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

[気
に
な
る
症
状
が
あ
る
人
は
医
療
機
関
へ
] 

爪
白
癬
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で

す
。
症
状
が
な
く
な
っ
た
後
も
根
気
よ
く
治

療
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
決
し
て
治

せ
な
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
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血
圧
脈
波
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
／
Ｐ
Ｗ
Ｖ
検
査
）
は

手
と
足
の
血
圧
の
比
較
や
脈
派
の
伝
わ
り
方

を
調
べ
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
の
程
度
を
数

値
と
し
て
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
検
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
動
脈
硬
化
（
血
管
の
老

化
）
の
度
合
い
や
早
期
血
管
障
害
を
検
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

        

ＱＱ ＱＱ
    
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｉ

Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査

検
査

検
査

検
査
でで でで
何何 何何
がが がが
分分 分分
か
る
の
か

か
る
の
か

か
る
の
か

か
る
の
か
？？ ？？
    

    Ａ
 
足
首
と
上
腕
の
血
圧
を
測
定
し
、
そ
の

比
率
（
足
首
収
縮
期
血
圧
／
上
腕
収
縮
期
血

圧
）
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。
    

動
脈
の
内
膜
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
主
成

分
と
す
る
脂
質
が
沈
着
し
て
内
膜
が
厚
く
な

り
、
粥
状
硬
化
が
出
来
て
血
管
の
内
腔
が
狭

く
な
る
「
ア
テ
ロ
ー
ム
動
脈
硬
化
」
の
進
行

程
度
、
血
管
の
狭
窄
や
閉
塞
な
ど
が
推
定
で

き
ま
す
。
    

通
常
、
横
に
な
っ
た
状
態
で
足
首
と
上
腕

の
血
圧
を
測
る
と
足
首
の
方
が
や
や
高
い
値

を
示
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
動
脈
に
狭
窄
や
閉
塞
が
あ
る
と

そ
の
部
分
の
血
圧
は
低
下
し
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
動
脈
の
狭
窄
や
閉
塞
は
主
に
下
肢
の
動

脈
に
起
き
る
こ
と
が
多
い
為
、
足
首
と
上
腕

の
血
圧
の
比
に
よ
っ
て
狭
窄
や
閉
塞
の
程
度

が
分
か
り
ま
す
。
 

 ＱＱ ＱＱ
    
Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ｐ
Ｗ
Ｖ
検
査

検
査

検
査

検
査
でで でで
何何 何何
がが がが
分分 分分
か
る
の
か

か
る
の
か

か
る
の
か

か
る
の
か
？？ ？？
    

 Ａ
 
心
臓
の
拍
動
（
脈
波
）
が
動
脈
を
通
じ

て
手
や
足
に
ま
で
届
く
速
度
の
こ
と
で
す
。
 

動
脈
壁
が
厚
く
な
っ
た
り
、
硬
く
な
っ
た
り

す
る
と
、
動
脈
壁
の
弾
力
性
が
な
く
な
り
、

脈
波
が
伝
わ
る
速
度
が
速
く
な
り
ま
す
。
 

足
首
と
上
腕
の
四
箇
所
の
セ
ン
サ
ー
間
の

距
離
と
脈
波
の
到
達
所
要
時
間
を
計
測
し
、

得
ら
れ
た
数
値
が
高
い
ほ
ど
動
脈
硬
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
 

 ＱＱ ＱＱ
    
血
圧
脈
波

血
圧
脈
波

血
圧
脈
波

血
圧
脈
波
（（ （（
Ａ
Ｂ
Ｉ
／
Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ａ
Ｂ
Ｉ
／
Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ａ
Ｂ
Ｉ
／
Ｐ
Ｗ
Ｖ

Ａ
Ｂ
Ｉ
／
Ｐ
Ｗ
Ｖ
検
査

検
査

検
査

検
査
）） ））

は
ど
の
よ
う
に

は
ど
の
よ
う
に

は
ど
の
よ
う
に

は
ど
の
よ
う
に
行行 行行
う
の
か

う
の
か

う
の
か

う
の
か
？？ ？？
    

    Ａ
 
ベ
ッ
ト
の
上
で
仰
向
け
に
な
り
、
両
側

の
足
首
と
上
腕
に
血
圧
計
の
帯
（
カ
フ
）、

心

電
図
の
電
極
、心
音
マ
イ
ク
を
装
着
し
ま
す
。 

Ａ
Ｂ
Ｉ
と
Ｐ
Ｗ
Ｖ
を
同
時
に
測
定
し
、
そ
の

結
果
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
数
値
化

し
ま
す
。
所
要
時
間
は
五
～
一
〇
分
程
度
で

す
。
血
圧
を
測
る
感
覚
と
同
じ
で
す
。
 

               

ＱＱ ＱＱ
    
検
査
結
果

検
査
結
果

検
査
結
果

検
査
結
果
のの のの
見
方

見
方

見
方

見
方
はは はは
？？ ？？
 

 Ａ
 
Ａ
Ｂ
Ｉ
の
測
定
値
が
〇
．
九
以
下
の
場

合
は
症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
動
脈
硬
化
が

疑
わ
れ
ま
す
。
下
肢
の
比
較
的
太
い
動
脈
が

慢
性
的
に
閉
塞
し
、足

が
冷
た
く
感
じ
た
り
、

歩
く

と
お
尻

や
大
腿

の
外
側

な
ど

が
痛
む

「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）」

が
進
行

す
る
と
、
足
先
が
壊
死
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
下
肢
血
管
エ
コ
ー
検
査
な
ど
を

行
っ
て
、
動
脈
壁
の
状
態
を
さ
ら
に
詳
し
く

調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

年
齢
に
よ
っ
て
も
や
や
異
な
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ｗ
Ｖ
の
測
定
値
が
一
五
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
／
秒
以
上
の
場
合
は
動
脈
硬
化
が
進
行

し
て
お
り
、
く
も
膜
下
出
血
や
、
脳
梗
塞
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
治

療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

気
に
な
る
方
は
是
非
お
か
か
り
の
医
師
に

ご
相
談
下
さ
い
。
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〇
放
射
線
治
療
と
は
 

医
療
に
使
わ
れ
る
放
射
線
と
い
え
ば
、
一

般
撮
影
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
病
気
の
診
断
を
行
う
た

め
の
検
査
機
器
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
が
ん
を
治
す
為
に
用
い
る
放

射
線
治
療
が
あ
り
ま
す
。
当
院
に
放
射
線
治

療
を
行
う
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
が
ん
の

手
術
を
し
た
あ
と
に
放
射
線
治
療
を
併
用
す

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
放
射
線
治
療
装
置
を

持
つ
病
院
へ
紹
介
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は

数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
 

 
放
射
線
治
療
は
手
術
に
よ
る
外
科
療
法
、

抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
と
並
ぶ
が
ん
治

療
の
三
本
柱
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

物
質
中
を
放
射
線
が
走
る
と
、
そ
の
道
筋

に
そ
っ
て
物
質
の
分
子
が
電
離
し
ま
す
。
こ

の
電
離
作
用
に
よ
り
、
高
い
レ
ベ
ル
の
放
射

線
は
細
胞
が
分
裂
し
て
増
え
る
と
き
に
必
要

な
遺
伝
子
に
働
き
か
け
て
細
胞
が
増
え
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
細
胞
が
新
し
い
細
胞
に
置

き
換
わ
る
と
き
に
脱
落
さ
せ
た
り
す
る
の
で

す
。
こ
の
作
用
を
促
す
こ
と
で
、
が
ん
細
胞

を
消
滅
さ
せ
た
り
、
少
な
く
し
た
り
し
て
が

ん
を
治
療
し
ま
す
。
 

手
術
を
す
れ
ば
傷
跡
が
残
り
、
身
体
の
形

や
機
能
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、

放
射
線
治
療
で
は
切
ら
ず
に
が
ん
を
治
療
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
の
で
御
高
齢
の
方
、
合
併
症
が
あ

っ
て
手
術
が
受
け
ら
れ
な
い
方
で
も
治
療
で

き
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
放
射
線
治
療
の
役
割
 

放
射
線
治
療
で
身
体
の
ほ
と
ん
ど
の
部
位

に
あ
る
多
く
の
種
類
の
が
ん
の
治
療
が
可
能

で
す
。
 日

本
で
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
四
分

の
一
は
何
ら
か
の
形
で
放
射
線
治
療
を
受
け

て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
単
独
で
完
全
に
治

る
が
ん
患
者
さ
ん
の
数
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
治
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
治
療
か
ら
、

症
状
を
和
ら
げ
る
た
め
の
治
療
ま
で
幅
広
い

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
治
療
で
す
。
放

射
線
治
療
は
腫
瘍
を
小
さ
く
す
る
目
的
で
、

手
術
の
前
に
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
術

中
照
射
）
 ま

た
、
手
術
後
に
残
っ
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
が
ん
細
胞
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

放
射
線
治
療
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
術
後
照
射
）
抗
が
ん
剤
と
一
緒
に
放
射
線

照
射
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
化
学

放
射
線
治
療
）
 

が
ん
を
完
全
に
治
す
こ
と
（
根
治
治
療
）

が
不
可
能
な
場
合
で
も
、
放
射
線
治
療
に
よ

り
苦
痛
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

腫
瘍
を
小
さ
く
し
、
腫
瘍
に
よ
る
圧
力
、
出

血
、
痛
み
、
さ
ら
に
他
の
症
状
を
減
ら
す
目

的
で
用
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
（
緩
和
治

療
）
 

 〇
放
射
線
治
療
装
置
（
ラ
イ
ナ
ッ
ク
）
 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
（
ラ
イ
ナ
ッ
ク
）
と
は
直
線

加
速
器
の
こ
と
で
、
放
射
線
治
療
用
の
Ⅹ
線

や
電
子
線
を
発
生
さ
せ
る
最
も
一
般
的
な
装

置
で
す
。
頭
か
ら
四
肢
ま
で
、
全
身
の
あ
ら

ゆ
る
領
域
の
病
変
の
治
療
が
可
能
な
汎
用
機

で
す
。
ビ
ー
ム
の
出
口
に
マ
ル
チ
リ
ー
フ
・

コ
リ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
厚
金
属
板
が
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

好
き
な
形
状
に
Ｘ
線
照
射
野
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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春
を
迎
え
る
と
気
温
が
上
が
り
、
日
照
時

間
も
増
え
て
く
る
の
で
、
人
の
心
も
体
も
活

発
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期
は
お
花
見

や
山
菜
採
り
な
ど
、
外
へ
出
る
機
会
も
多
く

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
食
材
も
海
の
便
り
、
里
の
便
り
と
、

冬
と
は
違
う
味
の
楽
し
み
が
増
え
て
く
る
の

で
、
春
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 

春
の
食
べ
物
は
、
氷
の
下
に
い
た
魚
や
、

土
の
中
、
木
の
中
で
、
着
々
と
外
へ
出
る
準

備
を
し
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
を
超
え
て
き
て

い
る
だ
け
に
、
強
い
生
命
力
や
独
特
の
香
り

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
山
菜
や
木

の
芽
を
食
べ
る
と
、
お
腹
の
調
子
を
悪
く
し

た
り
、
お
肌
が
荒
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 

さ
て
四
月
五
日
ご
ろ
か
ら
四
月
十
九
日
ご

ろ
ま
で
の
間
は
、
二
十
四
節
気
の
五
番
目
に

あ
た
り
、「
清
明
」（

せ
い
め
い
）
と
い
う
名

前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
字
が
表
す
よ
う
に
、

清
く
明
る
い
生
命
、
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

冬
の
間
に
土
や
海
や
川
の
中
で
眠
っ
て
い
た

生
命
の
再
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ

の
清
明
節
の
あ
た
り
か
ら
、
五
月
に
か
け
て

注
目
し
て
み
た
い
食
材
の
一
つ
に
ヨ
モ
ギ
が

あ
る
の
で
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

 

一
見
地
味
な
印
象
が
強
い
こ
の
ヨ
モ
ギ
、

実
は
昔
か
ら
「
ハ
ー
ブ
の
女
王
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
く
ら
い
、
優
れ
た
力
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
食
べ
物
と
し
て
食
卓
に
の
る

場
合
は
、
お
餅
や
お
団
子
、
パ
ン
と
し
て
主

食
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
や
つ
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
天
ぷ
ら
の
材

料
や
、
お
茶
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
陰
な
が

ら
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
は
「
厄

除
け
草
」
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
菖
蒲
と
同

じ
よ
う
に
、
そ
の
香
り
の
良
さ
か
ら
ヨ
モ
ギ

は
、
魔
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
縁
起
の
良
い
食

材
と
し
て
、
昔
か
ら
と
て
も
重
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

特
に
春
の
ヨ
モ
ギ
は
、
冬
の
間
に
体
内
に

蓄
積
し
た
毒
素
を
、
体
の
外
に
追
い
出
す
薬

草
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
大
名
か
ら
庶
民

に
至
る
ま
で
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
長
寿
を

誇
り
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
病
知
ら
ず
で
あ
っ

た
徳
川
家
康
は
、普
段
の
食
事
に
気
を
遣
い
、

麦
飯
、
豆
味
噌
、
薬
草
な
ど
を
重
ん
じ
て
粗

食
を
貫
き
ま
し
た
。
こ
の
薬
草
レ
シ
ピ
に
も

ヨ
モ
ギ
が
載
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
風
に

言
い
か
え
れ
ば
、
冬
か
ら
春
へ
と
体
内
時
計

を
切
り
替
え
る
た
め
の
、
デ
ト
ッ
ク
ス
草
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
 

 

栄
養
素
で
比
較
し
て
み
る
と
、
食
物
繊
維

が
、
ほ
う
れ
ん
草
の
約
三
倍
程
度
も
含
ま
れ

て
い
る
ヨ
モ
ギ
は
、
小
腸
の
中
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
て
く
れ
る
お
掃
除
屋
さ
ん
で
す
。
最

近
は
、
健
康
的
な
体
は
腸
か
ら
作
ら
れ
る
と

言
う
特
集
を
、
本
や
テ
レ
ビ
番
組
で
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
な
が
ら
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ら
ぬ
、
腸
内
パ
ト
ロ
ー
ル
役
に

も
ヨ
モ
ギ
が
う
っ
て
つ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

ヨ
モ
ギ
は
買
い
に
行
く
と
言
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
「
摘
み
に
出
か
け
る
」
と
言
っ
た
ほ

う
が
ふ
さ
わ
し
い
食
材
で
す
。
暖
か
い
春
の

一
日
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ヨ
モ
ギ
摘
み
は
い

か
か
で
し
ょ
う
か
。
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○ ヨモギのパウンドケーキ ○ 

・材料【２~３枚分】・ 

 ・ホットケーキミックス    150ｇ 

 ・ヨモギ          約 50ｇ 

 ・卵の白身          1個 

 ・バター           少  々

 ・プレーンヨーグルト スプーン２杯 

 ・牛乳           150ml  

     

・手順・ 

1．摘んできたヨモギは水で洗いさっとゆでる 

2．ゆでたヨモギと牛乳、卵の白身、ヨーグルト

をミキサーで混ぜる 

3． 2とホットケーキミックスを混ぜる 

4. お玉１杯分の 3 をとり弱火のフライパンで

焼く 

5. 2-3分でプクプク表面が泡出てきたら裏返す 

6. 焼きあがったらバターをのせる 

 



                                                ●● ●●
は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に

は
じ
め
に
    

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
認
知
症

を
発
症
し
て
い
る
人
は
推
計
一
五
パ
ー
セ
ン

ト
あ
る
こ
と
が
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
前

段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害
の
高
齢
者
も
約

四
〇
〇
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●● ●●
認
知
症

認
知
症

認
知
症

認
知
症
のの のの
種
類

種
類

種
類

種
類
    

認
知
症
に
は
主
な
も
の
は
四
つ
 

・
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
 

・
脳
血
管
型
認
知
症
 

・
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
 

・
前
頭
側
頭
型
認
知
症
 

こ
の

う
ち
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
が
原
因
で
、
約
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
脳
血
管
型
認
知
症
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
    

●● ●●
認
知
症

認
知
症

認
知
症

認
知
症
のの のの
症
状

症
状

症
状

症
状
はは はは
？？ ？？
    

大
き
く
は
中
核
症
状
と
周
辺
症
状
が
あ
り

ま
す
。
 

◎
中
核
症
状
と
は
脳
の
神
経
細
胞
の
破
壊
に

よ
っ
て
起
こ
る
症
状
で
す
。
 

・
記
憶
障
害
 

最
近
、
数
秒
前
の
記
憶
で
あ
る
短
期
記
憶

障
害
(記
銘
力
障
害
)と

、
昔
の
こ
と
な
ど
長

期
記
憶
障
害
の
大
き
く
二
種
類
。
 

・
見
当
識
障
害
 

日
時
、
場
所
の
理
解
や
方
向
感
覚
な
ど
が

失
わ
れ
る
。
 

・
判
断
力
の
障
害
(遂

行
機
能
障
害
) 

目
的
を
も
っ
た
一
連
の
行
動
を
順
序
良
く

自
立
し
て
有
効
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
 

・
失
語
、
失
認
、
失
行
【
高
次
脳
機
能
】
 

失
語
と
は
「
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」

と
い
っ
た
音
声
・
文
字
な
ど
の
言
語
情
報
に

関
わ
る
機
能
が
失
わ
れ
る
。
 

失
認
と
は
体
の
器
官
(目

・
耳
・
鼻
・
舌
・

皮
膚
等
)に
問
題
が
な
い
の
に
「
五
感
(視

覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
)」

に
よ
る

認
知
力
を
正
常
に
働
か
せ
、
状
況
を
正
し
く

把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
 

失
行
と
は
、
体
は
動
い
て
運
動
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
と
す

る
行
動
の
方
法
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
  

 

◎
周
辺
症
状
は
そ
の
人
の
性
格
や
環
境
、
人

間
関
係
な
ど
が
絡
み
合
っ
て
起
き
る
も
の
で

す
。
 

物
盗
ら
れ
妄
想
な
ど
の
妄
想
を
抱
い
た
り
、

幻
覚
を
見
た
り
錯
覚
を
感
じ
た
り
、
暴
力
を

ふ
る
っ
た
り
、
徘
徊
し
た
り
す
る
と
い
っ
た

精
神
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
や
不

安
感
、
無
気
力
、
食
欲
不
足
、
不
眠
・
睡
眠

障
害
・
昼
夜
逆
転
、
帰
宅
願
望
と
い
っ
た
感

情
障
害
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

●● ●●
予
防

予
防

予
防

予
防
す
る
た
め
に
は

す
る
た
め
に
は

す
る
た
め
に
は

す
る
た
め
に
は
    

認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
と
し
て
脳

の
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
食
習
慣
や
運
動
習
慣
に
も
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
 

①
食
習
慣
   

野
菜
・
果
物
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｅ
、
β
カ

ロ
チ
ン
）、
魚
（
Ｄ
Ｈ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
よ
く

食
べ
る
。
 

②
運
動
習
慣
 

  

週
三
日
以
上
の
有
酸
素
運
動
を
す
る
。
 

③
睡
眠
習
慣
 

  

 三
〇
分
未
満
の
昼
寝
。起
床
後
二
時
間
以
内

に
太
陽
の
光
を
浴
び
る
。
 

●● ●●
脳
機
能

脳
機
能

脳
機
能

脳
機
能
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
    

認
知
症
で
低
下
す
る
能
力
の
鍛
え
方
 

①
 
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
（
体
験
し
た
こ
と
を

記
憶
と
し
て
思
い
出
す
）
 

 

そ
の
日
の
日
記
を
つ
け
る
。
慣
れ
て
き
た

ら
昨
日
や
一
昨
日
な
ど
思
い
出
し
な
が
ら
日

記
を
つ
け
る
。
 

②
注
意
分
割
機
能
（
複
数
の
事
を
同
時
に
行

う
時
に
適
切
に
注
意
を
配
る
）
 

料
理
を
作
る
と
き
に
、
一
度
に
何
品
か
同

時
進
行
で
作
る
。
 

人
と
話
を
す
る
と
き
に
、
相
手
の
表
情
や

気
持
ち
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
話
す
。
 

仕
事
や
計
算
を
テ
キ
パ
キ
と
行
う
。
 

③
計
画
力
（
新
し
い
こ
と
を
す
る
と
き
、
段

取
り
を
考
え
て
実
行
す
る
）
 

効
率
の
良
い
買
い
物
の
計
画
を
立
て
る
。

旅
行
の
計
画
を
立
て
る
。
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム

（
囲
碁
・
将
棋
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
等
）
を
す
る
。
 

●● ●●
お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に

お
わ
り
に
 

 
現
在
の
医
療
で
は
認
知
症
を
治
す
こ
と
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
認
知
症
に
つ

い
て
は
早
期
受
診
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療

は
非
常
に
重
要
で
す
。神

経
内
科
、老

年
科
、

精
神
科
な
ど
で
も
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
物
忘
れ
外
来
、
認
知
症
外
来

と
い
っ
た
専
門
外
来
を
設
け
て
い
る
病
院
も

多
い
で
す
。
 

 
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
生
活
習
慣
の

中
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く
と
と
も
に
、

早
い
段
階
か
ら
専
門
家
へ
相
談
す
る
こ
と
も

お
す
す
め
し
ま
す
。
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認知症を予防しよう 



     

二
月
十
二
日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
、
外

来
患
者
さ
ん
を
対
象
に『

外
来
ア
ン
ケ
ー
ト
』

を
実

施
い

た
し

ま
し

た
。

百
四

十
三

名
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
の
一
部
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

 
当
院
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご
意
見
箱
で

皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
医
療
の
質
向

上
を
行
い
、
安
心
し
て
か
か
れ
る
病
院
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
要
望
に
対
し
て
随
時
改
善
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
 

 
何
か
お
気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
ら
、是

非
、

ご
意
見
箱
へ
投
書
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

          

                                                                                            

                                                                                                                    

                                                                                                                    

13        ハローホスピタル 95号 

    
多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、多くの方々にご協力をいただき、    

ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。 「「 「「
外

来
患

者
外

来
患

者
外

来
患

者
外

来
患

者
さ

ん
ア

ン
ケ

ー
ト

さ
ん

ア
ン

ケ
ー

ト
さ

ん
ア

ン
ケ

ー
ト

さ
ん

ア
ン

ケ
ー

ト
」」 」」

集
計

結
果

集
計

結
果

集
計

結
果

集
計

結
果

    

Ｑ．何科を受診されましたか？Ｑ．何科を受診されましたか？Ｑ．何科を受診されましたか？Ｑ．何科を受診されましたか？ 

Ｑ．当院を利用された理由は？Ｑ．当院を利用された理由は？Ｑ．当院を利用された理由は？Ｑ．当院を利用された理由は？ 

内科

23.2%

小児科

1.3%

外科

8.4%

整形外科

7.1%

脳外科

2.6%

皮膚科

4.5%
泌尿器科

7.7%

産婦人科

14.8%

漢方内科

0.6%

循環器内科

8.4%

眼科

3.9%

リハビリテーショ

ン科

1.3%

健診

13.5%

その他

2.6%

知っている医師がい

る

4.6%
他院の医師の紹介

9.2%

医院・診療所紹介

11.5%

大きな総合病院だ

から

13.8%

良い医師がいると聞

いた

7.3%

医療設備が十分に

整っている

16.1%

家が近い

28.9%

その他

8.7%



67.7%

74.8%

74.7%

70.3%

65.7%

41.9%

59.0%

60.7%

55.9%

70.8%

28.5%

22.0%

24.2%

27.1%

31.4%

51.6%

32.8%

32.8%

38.2%

27.8%

1.5%

3.3%

1.1%

1.7%

6.5%

7.5%

6.6%

5.9%

1.4%

2.3%

0.8%

2.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師 n=130

看護師 n=123

レントゲン n=91

検査 n=35

リハビリ n=31

医療相談 n=118

受付 n=134

会計 n=122

売店 n=68

清掃員 n=72

満足 やや満足 やや不満 不満

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

ハローホスピタル 95号  14 

Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？Ｑ．職員の対応はいかがですか？ 

Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？Ｑ．待ち時間はいかがですか？ 

52.3%

27.1%

42.9%

34.9%

39.6%

42.9%

11.0%

28.1%

12.1%

1.8%

5.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受付 n=109

診察 n=96

会計 n=91

満足 やや満足 やや不満 不満



48.4%

63.3%

46.5%

47.8%

53.7%

50.9%

55.6%

47.7%

47.6%

35.2%

37.2%

39.1%

35.5%

42.7%

41.7%

47.7%

4.0%

1.6%

11.6%

11.3%

10.7%

6.4%

1.9%

4.5%

4.7%

1.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

案内表示・掲示 n=124

病院の清潔度 n=128

待合室について n=129

プライバシーの配慮 n=115

受付システム n=121

医療の質・内容 n=110

医療機器の整備 n=108

病院全体の評価 n=111

満足 やや満足 やや不満 不満

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

                                                                                                                    

15        ハローホスピタル 95号 

Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？Ｑ．病院の印象はいかがですか？ 

Ｑ．病気や検査、薬の説明はいかがですか？Ｑ．病気や検査、薬の説明はいかがですか？Ｑ．病気や検査、薬の説明はいかがですか？Ｑ．病気や検査、薬の説明はいかがですか？ 

56.3% 38.1% 3.2% 2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師 n=126

満足 やや満足 やや不満 不満



                

退
院
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
意
見

に
お
答
え
し
ま
す
 

 Ｑ
 
 
職

員
の

名
前

が
胸

に
記

さ
れ

て
い

る

が
、
見
え
難
い
。
 

  Ａ
 
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
記
載
を
大
き
く
し

ま
し
た
。
 

    

                            

○
患
者
満
足
向
上
委
員
会
で
は
三
か
月
に
一

度
、
接
遇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
を
掲
示
し
、

職
員
の
接
遇
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

                          

                                                                                         

ハローホスピタル 95号  16 

患者さんの声に患者さんの声に患者さんの声に患者さんの声に    

お答えしますお答えしますお答えしますお答えします    
（患者満足向上委員会）（患者満足向上委員会）（患者満足向上委員会）（患者満足向上委員会）    

変更前変更前変更前変更前 変更後変更後変更後変更後 



お待ちしてお待ちしてお待ちしてお待ちして

おりますおりますおりますおります

患者満足向上委員会・広報委員会では、

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など

（その他何でも結構です）お待ちしております。

院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊ 各階談話室

玄関入口総合案内

連絡先 Tel 03-5988-2200（代表）

Fax 03-5988-2250

e-mail : info@nerima-hosp.or.jp

http://www.nerima-hosp.or.jp

次号は次号は次号は次号は 第第第第 ９６９６９６９６ 号号号号

平成平成平成平成 ２７２７２７２７年年年年 ７７７７ 月月月月 １１１１ 日日日日発行です。発行です。発行です。発行です。
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当院へのご案内

〒〒〒〒176176176176----8530853085308530 東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘東京都練馬区旭丘１１１１----２４２４２４２４----1111

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群外来・

光線外来・乾癬外来）

健康医学センター（各種ドック・健診） ／結石センター

糖尿病センター ／創傷センター ／内視鏡センター／漢方医学センター

★受付時間★ 午前の診療受付

午後の診療受付

午前８時～午前１１時

正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始
急患は年中無休で２４時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制 （内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★ 午後３時～午後８時平日

土･日･祝日 午前１０時～午後８時

＊平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。

☆新生児面会時間☆ 平日

土･日･祝日

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

午前１１時～１２時

午後３時～３時３０分 午後５時～午後７時

新江古田新江古田新江古田新江古田

至池袋至池袋至池袋至池袋至所沢至所沢至所沢至所沢

日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部日大芸術学部
西武池袋線西武池袋線西武池袋線西武池袋線

都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線都営大江戸線

江古田江古田江古田江古田 東長崎東長崎東長崎東長崎

東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行東京三菱ＵＦＪ銀行

旭丘文化通り旭丘文化通り旭丘文化通り旭丘文化通り

千川通り千川通り千川通り千川通り

武蔵大学武蔵大学武蔵大学武蔵大学

江古田バス停江古田バス停江古田バス停江古田バス停

ファミリーマートファミリーマートファミリーマートファミリーマート

練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院

・診療・診療・診療・診療 問い合わせ問い合わせ問い合わせ問い合わせ ０３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９００３－５９８８－２２９０

・各種ドック、健診・各種ドック、健診・各種ドック、健診・各種ドック、健診 ０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６０３－５９８８－２２４６

・その他問い合わせ・その他問い合わせ・その他問い合わせ・その他問い合わせ ０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）０３－５９８８－２２００（代表）

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ ０３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５００３－５９８８－２２５０
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